
【目的・目標】
本事業を実施することとした目的や、本事業を通じて目指
す目標について簡潔に記載ください。

【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。

令和７年度聴覚障害教育の充実事業
（保健・医療・福祉等の関係機関と連携した教育相談等の充実） 取組概要

【研究協力校】
本事業で指定している研究協力校について、学校名と障
害種を記載ください。

【静岡県教育委員会】

研究協力校

静岡県立沼津聴覚特別支援学校
静岡県立静岡聴覚特別支援学校
静岡県立浜松聴覚特別支援学校

【タイトル】
委託団体名を追記ください。

連携検討会議 令和８年１月実施

【連携検討会議】
連携検討会議の構成がわかる体制図や構成員の属性
を示してください。（※個人名は不要です）
また、連携検討会議の開催実績と、会議で検討等した内
容を記載ください。

目的・目標

聴覚に障害のある幼児児童生徒への支援や合理的配慮の提供を充実させるために、幼小中高等学校での聴覚障害児へのサポート体制や、
教育相談担当者育成のモデル化を図る。
⚫ 医療、保健・福祉、教育の関係機関の連携による、幼小中高等学校での聴覚障害児へのサポート体制を構築する。
⚫ 幼小中高等学校の聴覚障害児への支援や合理的配慮の提供を充実させる。
⚫ 医療福祉機関等との連携強化により、聴覚特別支援学校の教育相談機能を向上させる。

連携
コーディネーター

５名（３校に１名から２名）。いずれも、会計年度任用職員（乳幼児発達支援
指導員）であり、聴覚特別支援学校での勤務経験が豊富な元特別支援学
校教諭。

【連携コーディネーター】
連携コーディネーターの主な経歴を記載ください。（※個
人名は不要です）

参加者

県立総合病院きこえとことばのセンター長、健康福祉部こども若者政策部長、県教育委員会教育部長、健康福祉部こども若者局長、健康福
祉部こども未来課長、県教育委員会特別支援教育課長 （以上、方針を確認するために第１回のみ参加）
＜聴覚特別支援学校＞
校長３名、特別支援教育コーディネーター３名、連携コーディネーター３名
＜医療＞
乳幼児聴覚支援センター保健師（言語聴覚士の代理参加）
＜行政＞
こども未来課担当者2名（内１名は幼児教育担当者）、高校教育課担当者１名、義務教育課担当者１名、特別支援教育課指導監、特別支援
教育課担当者３名

目 的
聴覚特別支援学校における幼小中高等学校等の難聴児への教育相談の現状を関係者で共有するとともに、難聴児への療育・教育の充実
のための体制づくりについて協議する。

成 果 聴覚特別支援学校の人工内耳装用児の指導や教育相談において、エビデンスに基づく知見や先進的取組を取り入れる方向性を確認

内 容

①各聴覚特別支援学校からの教育相談事例の報告
②県立総合病院きこえとことばのセンター長による人工内耳装用児に対する医療やシェパードセンターの療育プログラムについての知見提供
③難聴児の療育・教育における、これからの連携の在り方



①特別支援学校（聴覚障害）が域内の聴覚障害児やその保護者に対して実施する教育相談の機能強化

【連携コーディネーターの配置】
各聴覚特別支援学校では、担当教員と一緒に聴覚障害教育の経験豊富な連携コーディネーターが加わり、
乳幼児教室を運営している。さらに、必要に応じて在籍園や家庭を訪問することもあり、在籍園の職員や保護
者に対して、難聴児への支援方法や関わり方などの助言をしている。
【言語聴覚士との連携】
聴覚特別支援学校では、乳幼児聴覚支援センターが実施している言語聴覚士派遣事業を活用している。令
和７年度は県内３つの聴覚特別支援学校で合計10回活用した。乳幼児教室で言語聴覚士が保護者への関
わり方の助言等をおこなったり、担当教員に助言をしたりしている。

②特別支援学校（聴覚障害）による、域内の幼・小・中・高等学校等に対する聴覚障害教育に関する支援の充実

【通級指導教室で学ぶ児童生徒の在籍校訪問】
県内の聴覚特別支援学校では地域の小中学校に在籍する難聴児を対象に通級指導教室を実施しており、
年に数回通級指導教室に通う児童生徒が在籍する学級に訪問し、言葉の聴取りの把握と支援の改善、難聴
理解教育等を実施している。必要に応じて、連携コーディネーターが同行し、適切な支援につなげた。
【教育相談の実施】
聴覚特別支援学校の教育相談の多くは、本人や保護者に対して実施しているが、園や学校へ訪問して
担任等に本人の困り感や指導方法について助言等をしている。

【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。

【委託団体名】 【タイトル】
委託団体名を追記ください。

令和７年度聴覚障害教育の充実事業
（保健・医療・福祉等の関係機関と連携した教育相談等の充実） 取組概要

【静岡県教育委員会】

③その他、域内の聴覚障害教育の充実のために必要な取組

【乳幼児聴覚支援センター（きこえとことばのセンター）との連携】
乳幼児聴覚支援センターが実施する定例運営委員会や、静岡県聴覚障害児を考える医療と保健福祉と
教育の会に参加し、県立総合病院が進めているオーストラリアのシェパードセンターの療育プログラムの導
入についての最新知見を得た。また、機会を得て、教育委員会の事業や学校の現状の報告等をおこなった。
【連携検討会議の実施】
医療の専門家、行政の関係課、学校関係者が一同に介し、聴覚特別支援学校における幼小中高等学校
等の難聴児への教育相談の現状を共有し、難聴児への療育・教育の充実のための体制づくりについて協
議した。

【各取組】
公募要領で求めている①～③の３点について、今年度で
取り組んだ内容を記載してください。
また、関連する写真等も積極的に掲載ください。（写真の
掲載枚数の上限はありませんが、最低でも１枚は掲載して
いただくようお願いします。また、写真のレイアウトは適宜変
更していただいて結構です。）

保護者説明資料より一部抜粋
（連携コーディネーター作成）

学校訪問前の担当と連携コーディ
ネーターの打合せ資料（一部）

第１回連携検討会議開催要項



【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。

【本事業の成果】
本事業を通じた成果について、具体的に記載ください。
定量的に成果を測ることのできる工夫をされている場合
は、その結果についても積極的に記載ください。

【委託団体名】

【課題と今後の展望】
本事業の実施を通して見えてきた課題や達成できなかっ
た課題について、具体的に記載ください。
また、それらの課題を克服するための今後の展望につい
ても、具体的に記載ください。

【タイトル】
委託団体名を追記ください。

令和７年度聴覚障害教育の充実事業
（保健・医療・福祉等の関係機関と連携した教育相談等の充実） 取組概要

【静岡県教育委員会】

本事業の成果

【医療、保健・福祉、教育の関係機関の連携による、幼小中高等学校での聴覚障害児へのサポート体制の構築】
・乳幼児聴覚支援センターの言語聴覚士派遣事業をとおし、病院での訓練の様子、乳幼児教室や通級指導教室での様子等を言語
聴覚士と共有することで、難聴児の多面的な理解や適切な支援につながっている。
・乳幼児聴覚支援センターの要請に基づいて補聴援助システムを授業で活用するため、聴覚特別支援学校の教育相談担当が、幼
小中学校特別支援学校への訪問に同行している。このような連携体制があることで、小中学校等での難聴のある児童生徒の学び
の充実につながっている。

【幼小中高等学校の聴覚障害児への支援や合理的配慮の提供の充実】
・聴覚特別支援学校では、教育相談を多くおこなっている。難聴乳幼児に対する言語発達やコミュニケーション発達を促す支援や、
小中高等学校での補聴援助システムの活用方法について、幼小中高等学校の担任教員等に助言をすることで、適切な支援につな
がっている。

【医療福祉機関等との連携強化による、聴覚特別支援学校の教育相談機能の向上】
・聴覚特別支援学校では、言語聴覚士派遣事業の活用や聴覚障害教育の経験豊富な連携コーディネーターを配置することで、聴
覚障害教育の専門性の維持向上を図るように努めている。経験の浅い教員による乳幼児教室や教育相談に、連携コーディネーター
が加わる体制は、保護者支援や関係機関と連携を深める上で有効であるし、担当教員の専門性の向上にも役に立っている。

課題
・

今後の
展望

第１回連携検討会議をとおし、人工内耳装用児の教育及び教育相談の課題が整理され、今後の方針が確認された。

課題 現状 今後の展開（R8からの取組）

指導方法の更
新

・人工内耳を装用する難聴児が増加している。
・県立総合病院においてオーストラリアシェパードセンターの
療育プログラムの導入が進められている。

医療や当事者の知見を取り入れ
るために、支援方法等の研修を実
施。

教育データの
蓄積と共有

・連携した支援や教育相談後の経過を把握する体制がない。
・学校間や関係者間で有効な支援方法の共有体制がない。

教育や医療関係者と事例(経過)
を共有するための事例集の作成。

介入漏れの防
止

・中軽度の難聴児の困り感に気付かず、遅れて支援につなが
るケースがしばしばある。

幼小中高等学校担当や保護者対
象の難聴理解リーフレット作成。
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